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ながの 
 

養蜂家の皆様へ 
 平成２１年秋に実施いたしましたミツバチふそ病検査につきましては、御協力ありがとうご

ざいました。本年度は１２市町村９４戸４,３７６群の検査を行い、夏場の天候不良の影響か、

１０戸２９群（昨年比７戸２３群増）の発生がありました。 

また、その際行いました聞き取り調査の結果では、ダニの被害、チョーク病、原因不明の死

やスズメバチ被害等が高い割合を占め、特にダニの被害は半分を越える養蜂家が訴えています。 

裏面に対策を掲載しました 

 平成２１年度ミツバチふそ病検査・聞き取り調査結果       

ふそ病検査結果 回答８６戸中 集蜜 群の増殖 
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もうすぐ春ですねー  
まずはふそ病の予防から 

                              

アメリカふそ病は予防できる病気です。 

そろそろミツバチが産卵を開始する時期となりました。「みつばち用アピテン」でふそ病の予

防を始めましょう。設置期間７日間、食用に供するはちみつ及びその他の生産物の生産前１４

日間の使用禁止期間を合わせると食用可能な蜜を出荷できるまで最低でも２１日間かかります。

計画的な投与をお願いします。 

 

そしてダニ対策も・・・ 

聞き取り調査でも明らかなように、ミツバチヘギイタダニの寄生（バロア病）は知らないう

ちに蔓延し、目立つ頃には蜂群に重大な被害を与えます。現在はダニ駆除薬２種類「アピバー

ル」「日農アピスタン」が承認されていますので、用法･用量を守り採蜜期を避け適切な防除を

お願いします。 

 

 

ミツバチに対する動物用医薬品等の適正使用について 
ミツバチに使用することを目的に製造承認された医薬品は、「みつばち用アピテン」、「日農ア

ピスタン」、「アピバール」の３つだけです。使用対象動物、用法及び用量、使用禁止期間等の

基準を使用者が遵守することはもちろん、他の医薬品や農薬を病気の治療・予防目的で使用す

ることは法律で固く禁じられています。また、たとえ承認を受けた医薬品と同一有効成分であ

っても承認を受けていない医薬品･農薬等を使用することはできません。〔薬事法、改正農薬取

締法〕             

                      


